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　プラネットは、85 年の電気通信
事業法施行による通信事業の自由
化を背景に、同年 8 月に創業。ラ
イオン、ユニ・チャーム、資生堂、
サンスター、ジョンソン、十條キ
ンバリー（現日本製紙クレシア）、
エステー化学（現エステー）、牛乳
石鹸共進社のメーカー 8 社と、イ
ンテックの資本により、取引シス
テムの標準化、業界全体の情報化
促進を目指して、設立された。

　現会長の玉生弘昌氏は、ライ
オンの社員だった 80 年代前半か
ら、「業界の取引システムの標準
化」に向けた新たなインフラとな
る現在の同社ＥＤＩの雛形となる
アイデアを業界に提唱。創業と同
時に経営に携わり、1993 年から
2012 年までの 19 年間社長を務
め、現在も会長として第一線で活
躍する。
　創業翌年の 1986 年には、当時

の日本ではインテックだけが提供
していた、データを小包のように
小分けする「デジタルパケット通
信」を利用した仕入、販売、発注、
請求照合の 4 データによる基幹Ｅ
ＤＩサービスを開始。在庫データ
（91 年）、振替データ（94 年）な
どデータ整備へも順次取り組み、
広げていった。
　現在は業界インフラとして不可
欠な存在感を確立した同社だが、
その創業期は困難も少なくなかっ
た。「立ち上げ当時のハードウエ
アは 20 億円で、大きさも 4 畳半
以上あった。通信コストも高かっ
た」、「標準仕様に基づくＥＤＩの
利便性、重要性を意識しないメー
カーも当初は少なくなく説得に苦
労した」という。こうした創業期

今年 8 月に開始。また、新たなイ
ンフラづくりにも注力。ＥＤＩサ
ービスを通してやり取りされてい
る、日々の膨大な取引データを基
盤とした情報提供を行なう「見え
る化サービス」や、インバウンド需
要に向けた「商品データベース」
の多言語化対応などの新サービス
の構築を急いでいる。
　同社の基幹ＥＤＩサービスに
は、2015 年 10 月末時点で、メー
カー 596 社、卸売業 461 社が加
入。資材ＥＤＩを加えると 1,200
社以上が加入。活用企業も創業当
初の日用品、化粧品に加えて、ペ
ットフード・ペット用品、ＯＴＣ
医薬品などの業界にも広がりを見
せ、情報インフラとして存在感は
年々増すばかりだ。

の苦労を乗り越え、同社の経営は
4 年目で黒字転換。8 期目には遂
に累損を一掃し、経営も安定した。
　95 年には、メーカーと卸売業間
の商取引全てをオンラインで完結
させることを目指し、「トータルＥ
ＤＩ概要書」を発表。インターネ
ットの進化に合わせた次のステー
ジに移行。翌 96 年には、業界統
一伝票に対応した新伝送フォーマ
ットへの切替えも始めた。
　97 年には、それまで独立路線
を歩んできた花王が基幹ＥＤＩサ
ービスの利用を開始。Ｐ＆Ｇはす
でに 87 年から利用を開始してお
り、これで業界の大手企業全てが
同社ＥＤＩを活用することとな
り、業界インフラとしての存在感
はさらに向上。同年には参加メー
カーは 100 社を突破した。
　97 年にはこのほかにも、資材
調達業務を効率化する「資材ＥＤ
Ｉ」、業界各社の商品情報をまとめ
た「商品データベース」も稼動。
その後も「取引先データベース」
（98 年）、製配販での情報共有を
実現するＷｅｂサービス「バイヤ
ーズネット」（01 年）、取引状況
や社内システムなどの制約により
ＥＤＩ導入が難しいメーカー向け

サービス「ＭＩＴＥＯＳ（ミテオ
ス）」（13 年）など業界を支える
幅広いサービスの提供を続けてい
る。
　また同社では創業以来、6 回の
基幹システムの入れ替えと 8 回の
サービス料金の値下げを実施。業
界インフラとして、原価が下がっ
たら料金に還元することを常に意
識。業界の活性化に貢献してきた。
　経営面でも、2004 年にジャス
ダック市場へ株式公開。12 年 10
月には 19 年ぶりの社長交代が行
われ、玉生氏から、40 代（当時）
の田上正勝氏がバトンを受け継い
だ。
　 創 業 30 年 を 迎 え た 2015 年
に、新たな成長に向けた「ビジョ
ン 2025」を策定。中立的な立場
での「①企業間取引における業務
効率の追求」「②企業間におけるコ
ミュニケーションの活性化」「③流
通における情報活用の推進」「④
社会に役立つ情報の収集と発信」
を掲げ、業界活性化に向けた新た
な挑戦に取り組む姿勢を鮮明にし
た。
　このビジョンのもと、業界を俯
瞰したコミュニケーションの場と
して「流通の次世代を語る会」を

2012 年の社長交代会見。玉生会
長㊧と田上社長

1985 年のプラネットの設立会見。右端が当時の玉生会長（写真提供・石鹸新報社）

　1985 年の創業から今年で 30 年の節目を迎えたプラネット。〝システムは共同で、競争は店頭で〟を掲
げ、日用品、化粧品業界のビジネスを支える基幹ＥＤＩ（メーカー・卸売業間の受発注、出荷などの商取
引を支えるデータ交換サービス）を立ち上げ、業界になくてはならない情報インフラ企業として成長を遂
げてきた。〝安全で中立的、標準化されたサービスの継続的な提供〟を自社の役割とし位置づけ、創業以
来、業界の効率化、活性化につながる様々な標準化システムの確立に注力。〝広く遍（あまね）く〟をコー
ポレートスローガンに、業界の発展を支えている。（３～ 12ページに特集記事）　　

１
９
８
４
・
12

ラ
イ
オ
ン
と
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
に
よ
る
端
末
機
共
同
利
用
を
記
者
発
表

１
９
８
５
・
２

業
界
Ｖ
Ａ
Ｎ
設
立
準
備
室
発
足

１
９
８
５
・
８

プ
ラ
ネ
ッ
ト
発
足 

出
資
会
社
：
ラ
イ
オ
ン
、
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
、
資
生
堂
、
サ

ン
ス
タ
ー
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
十
條
キ
ン
バ
リ
ー
（
現 

日
本
製
紙
ク
レ
シ
ア
）、

エ
ス
テ
ー
化
学
（
現 

エ
ス
テ
ー
）、
牛
乳
石
鹸
共
進
社
、
イ
ン
テ
ッ
ク
（
順
不

同
）

１
９
８
６
・
２

基
幹
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
仕
入
デ
ー
タ
、
販
売
デ
ー
タ
が
本
格
稼
働
開
始

１
９
８
６
・
８

第
１
次
料
金
改
定
を
実
施

１
９
８
６
・
10

基
幹
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
発
注
デ
ー
タ
、
請
求
照
合
デ
ー
タ
が
稼
働
開
始

１
９
８
７
・
２

日
経
・
年
間
優
秀
製
品
賞
の
「
日
経
流
通
新
聞
賞
」
を
受
賞

１
９
８
７
・
６

日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
協
会
よ
り
「
流
通
情
報
シ
ス
テ
ム
優
秀
賞
」
を
受
賞

１
９
８
７
・
８

第
２
次
料
金
改
定
を
実
施

１
９
８
８
・
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
受
発
注
シ
ス
テ
ム
稼
働
開
始

広
報
誌
「PLANETvanvan

」
を
創
刊

１
９
９
１
・
１

基
幹
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
在
庫
デ
ー
タ
が
稼
働
開
始

１
９
９
２
・
２

第
３
次
料
金
改
定
を
実
施

１
９
９
２
・
４

基
幹
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
品
切
連
絡
デ
ー
タ
が
稼
働
開
始

１
９
９
４
・
３

基
幹
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
振
替
デ
ー
タ
が
稼
働
開
始

１
９
９
５
・
２

「
ト
ー
タ
ル
Ｅ
Ｄ
Ｉ
概
要
書
」 

発
行

《
１
０
０
％
オ
ン
ラ
イ
ン
受
発
注
構
想
》
発
表

１
９
９
５
・
10

全
国
家
庭
用
品
卸
商
業
協
同
組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
受
託

１
９
９
６
・
４

第
４
次
料
金
改
定
を
実
施

業
際
統
一
伝
票
導
入
（
新
伝
送
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
切
替
開
始
）

１
９
９
６
・
７

次
期
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
《
業
界
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
構
想
》
発
表

１
９
９
７
・
７

資
材
Ｅ
Ｄ
Ｉ
稼
働
開
始

１
９
９
７
・
12

商
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
稼
働
開
始

１
９
９
８
・
１

「
業
界
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
想
（
Ｖ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
）」
の
発
表

「
小
売
業
・
卸
売
業
間
Ｅ
Ｄ
Ｉ
概
要
書
（
Ｗ
Ｅ
Ｓ
）
初
版
」
を
全
国
化
粧
品

日
用
品
卸
連
合
会
と
協
力
し
て
発
行

１
９
９
８
・
２

取
引
先
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
稼
働
開
始

１
９
９
９
・
２

基
幹
Ｅ
Ｄ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
（
Ｔ
Ｃ
Ｐ
／
Ｉ
Ｐ
に
対
応
）

１
９
９
９
・
８

第
５
次
料
金
改
定
を
実
施

２
０
０
０
・
４

ペ
ッ
ト
業
界
が
商
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用
開
始

２
０
０
１
・
１

Ｗ
ｅ
ｂ
受
発
注
サ
ー
ビ
ス
稼
働
開
始

２
０
０
１
・
８

Ｗ
ｅ
ｂ
資
材
Ｅ
Ｄ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
稼
働
開
始

２
０
０
１
・
12

シ
ン
グ
ル
ポ
ー
タ
ル
「
バ
イ
ヤ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
」
サ
ー
ビ
ス
稼
働
開
始

２
０
０
３
・
10

ペ
ッ
ト
業
界
が
業
際
統
一
伝
票
を
導
入

２
０
０
４
・
２

ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
市
場
へ
株
式
公
開

２
０
０
４
・
９

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
適
合
性
評
価

制
度
の
認
証
を
取
得

２
０
０
５
・
８

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｅ
Ｄ
Ｉ
稼
働
開
始

２
０
０
６
・
２

商
品
マ
ス
タ
登
録
支
援
サ
ー
ビ
ス
稼
働
開
始

第
６
次
料
金
改
定
を
実
施

２
０
０
６
・
４

販
売
レ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
稼
働
開
始

２
０
０
７
・
２

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
国
際
規
格
「ISO27001

」
認

証
を
取
得

２
０
０
７
・
８

第
７
次
料
金
改
定
を
実
施

２
０
０
８
・
９

カ
ス
タ
マ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
を
関
連
会
社
化

２
０
０
８
・
10

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運
用
・
管
理
を
開
始

２
０
０
９
・
４

医
薬
品
説
明
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
開
始

２
０
１
０
・
１

第
８
回
「
ハ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
日
本
３
０
０
選
」
を
受
賞

２
０
１
０
・
３

事
務
所
を
東
京
都
港
区
浜
松
町
１
‐
31 

文
化
放
送
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ス
ビ
ル
に

移
転

２
０
１
０
・
11

商
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
酒
類
・
加
工
食
品
業
界
の
「
Ｆ
Ｄ
Ｂ
」
と
連
携
を
開
始

２
０
１
１
・
１

第
８
次
料
金
改
定
を
実
施

２
０
１
１
・
８

ク
ラ
ウ
ド
型
新
シ
ス
テ
ム
稼
働
開
始

２
０
１
１
・
12

調
査
報
告
書
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
日
用
品
流
通
を
ど
う
変
え
る
か
」
を
発
行

２
０
１
２
・
10

役
員
改
選
で
19
年
ぶ
り
の
社
長
交
代
、
田
上
正
勝
が
就
任　

前
社
長
の
玉
生

弘
昌
は
会
長
に
就
任

２
０
１
３
・
２

Ｗ
ｅ
ｂ
受
注
‐
仕
入
通
信
サ
ー
ビ
ス
「
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
」
稼
働
開
始

２
０
１
３
・
５

商
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
プ
ラ
ス
サ
ー
ビ
ス
稼
働
開
始

２
０
１
３
・
10

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
商
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
シ

ス
テ
ム
統
合

２
０
１
４
・
９

旬
の
消
費
財
に
関
す
る
話
題
を
ま
と
め
た
広
報
資
料
「
Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
プ
ラ
ネ
ッ

ト
」
の
発
行
開
始

２
０
１
５
・
９

「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
」
を
発
表




